
養殖部

 厩児島渚内ガたくち湿資源調査
緒誉

 電児晴着内産ガたく5髄1ま,モの大半が本県萱要濠業である鯉肉涼築の餌料ヒして刹弔

 されており・ガたく旨鳶葦漂業の置凶1ま亘二良離凍兼の操業1こ協響す名ニヒがら不可一矢り士地
 位を自めてし1る。家1る1こ婁蟻草杵ヒしてのかたくぢ童匿は、b～プ`ハの甲型一禾成熟書ξか大r著博
 分で、このことば資策主物学的完地からみて憂うべさ二しのてあろ.事実、雫生産量沙藩・
 し<穴きい衰動を示すこしセ考え肌ぱかたくち糧の資源生拘学的符性董正しく理解しな

 くては、がたくち彊爵案の合理内経官は望まれないてあろろ。

 本著囚1=て布たくち記1三片象ヒして操業する八目調はノ/晩、地史澗はノ23就て、

 溜丙光峯療村の主二撃漂業て・あリ・、貞漂の麦勤による涼療の豊凶カ心気木F蚤済に夏ほ一す影

 響は欠きし1。

 こjに賛て、太守度よ一」①港内観測,⑫貞覆童調査による遍=兄ヒ.黒沢との岡聯佐

 ③標識放流による群議体の調査,研・完を実施世んヒした一
5工遣阿観測

1)方表

 ○毎雪上、旬、当所一親預崎肯光栄尺,鹿足畠穴学水差学部揖翻合葺」人之ヒ芙回で。熱フ

 る汁酋の凧、光津九め畝障、<乃他め都合(6胃x洋の観測か困鞄ヒはI」、享人

 ブし1=募蓑し1、土≒未二る甲戻リ.当芦庁よ1」り罰載奎貢1三乗争言して繰三萬1」一する:ヒになつた・リ2

 月は隼人丸②都合て当所胃洋丸き以って.察街しだ。

 改っ一て軍人近ヒよ召鯛餅も、出唄の駆ヒ・僻宰を究める上1二一途
 要はのて・日ノ上助赦清勿好急・^f一」,資料二炭俵してもbった、

 。髭別藻豆ひ一に定ξ鋳咽乃盈リ

 ○調蚤項互
へ

 海上気宗天候雲量,.q力.矛逓

 茸百京{曳:臣,ら1りリメこ色(つ二τ一一レ〕レ諒一).童董月月度(・ヒン仁一乖更)4く二星、

窟介

 …株水魯。.ノ。ノバー三〇、ク∫、/〃、ノリ、200帆信
 2)観測箔果別乗並㌫1二列質つ重リ

 3⊃鹿児島湾各肩の海況概要

 随兜醇渚そ施威的に次ろ通り分けてみた。・

 湾口部;一断面ユ.iの諒を以て代表する部分て拍抹衝,根占を紀小環以踊、

 清中来部1一断面工了rの裸{以て代」表ずる微誘以南、湾口部以北の水成

 {汚臭剤τ1-1町董テV灯(三菜…以てr{乗する従隻庁以ユ巳つオく域'
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斗冒

 ○榊副一湾口部に外洋水レ雇われる平村ノ6、{∫℃、3メ,3o%り高温.蕎籔

 氷が・流入しているのかみられノ云口抹島1中の脱.5左孟って大隅牛畠め新城1旨峯1=

 まで反イ(いろよづζある、こ肌.こ対1して彦巳ソ己島、♂=山着岸にある33%昔の低;

 錫主水が一薩一馨半密造11にj菊下している.荷茅以地の湾興部では平均「ノ6、テ0'C.33、ノ∫
 %のコ台↓貨{置、低自成木か1碓=っていろび、牛方良…申の荊一島一帯に3メ%}×上の水,楚か・

 事七jコニしてし1るのが、るか∫Iわれる。

 告0榊昏;一軍汽水星の表膏ヒめ垂直美1才港口部(o.27℃ノ藩中央窃(ハボC

 渇二冥部(0.プCヒ氏く.塩分では夫々、02Z/o■394,!o%ヒ高裁となっ
 て.氷温一虚二分が一並の福岡を元し輿苦行へf了く1二従って差か・璃丈している。

 水平分布団=みら机るように、汚白一帯1こノ6.0oc/3汽,%以上のく)高温、
 喬臓氷がIあってノノ5,7.C.3ヌ、女4以上の木帯ヒなって穴隔辛爵寄リ1=北上

 し桜島南掛φ∫t、ノ5に直している。渚栗蔀て・ほ地激差はあまリ苑められず一ノ

 0外電ヒ同様羊根即.新島甫並にノ∫、プ('ノ3≠ノ言%以上の叱徹約高遍=。萬敏一

 水かIイ亭三箒しているもふうてある。

5目

 0コ幅1一前冒に比し氷温(は港口、中央部共に豹γC、異邦27色Cの」二百を.
 示しているか、茜孟分て・ほ三善口、中=宍害口でブ三老…なく、汚興吾F(ノ戸%の{香しい氏

 鱗ヒなっている。全微豹に鬼て溝口耐並のノ8.5oC,3束3%以上の木帯が葡

 肩よリ大隅半脅おtlに北上しノ善人申にノ8.C,340%y下の駄湿二低敏本
 棚申釆郭に彊リ出している。渚興亡・ば彪脂、街爵岡の寿疾卸のノ8.ザC
 53%より次零に高温。低鹸ヒなリ牛雁・隼人虹皐■幣にノ93.C・3沙%
 ヒなっている。I.

 即ち.汚喫訂1才陸水の影婆が彊い?ヒかわかる。

 ∫0惧唇1一打戸よリ水量で序ロノ中共郁は〃7て一一票蔀(・0ダC上昇し、鼠分

 は河口、申央部こ・0、/へ0.9%低下しているが裏1都では幾・分高目」なっている一

 水平介術固に示すように水量/7℃、34,3%以上の高温ノ萬妓木か01爪信同

 様穴隔半留治川=犯しし、高須せ峯ζ・阻止され仁感してある。こ1れば薩客年茅

 着Uにある寺内木か前日よリ愁蔓1し洛中来抑に秀さlj一出したフ…=めヒづ宇えられる。

 一級に前肩よ1」外洋水の事力は少くなってllるよらであ札
6胃

 δ狐覆1一水平分析に見るように木畠2γC,32、∫%以上の水箒が・彊穿半島
 長崎鼻、山川寄リに北上し、大隅半島の高須、新法治峯に実ム人ている形となっ
 ζいろ。

 決って、外洋人は萬須、新=成泊岸で多少一湧昇したもようて附並は溝口よリ高麟な
 33%以上セテしている.前胃よりも水温(一形口3,∫て:、申来合i1㌢2曲C高昌1(
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 ヒ担リ、擬分では痔ロノ5%,、平宍(・ノ,88%.ヒ.がなリ低下している。

 ポ鯛は、今日ヒ、7胃、当怖光甑の樽によリ醐」を足した。
 5川葛:令飲圃欧判るよろにLふψ・工(・3・～ク。似値に/7～2/ての.
 穴巾'の水温の躍穫欄舳5川雛申1しに/川にバCめ皐或をし(いる。
 Lレん工の知抹窃ノ根出回てば穴隔半島寄リの眺7のノ。～2タ帽に,ノ9へ

 〃・の麗・並ひ1・麟半雛一」φ勝5.の5ク～6・惧電に/6一げ…の
 麗看ヒして=午さ収τいろ。2れは一隆奪半島治岸を南下する渚内水が、跳タ
 の知抹畠一帯では垂互溺合か一行わ帆るため.上信の躍皆か渚矢し50～6o休種
 に狐破らてし1るバはないだろらか。→に胴同様.外洋水糸1ま禰半輪
 い1=北上し。前耳よリ<・詩カを図葎した形となっている.

7胃

 ○惧建1_フK轟ζは着口平内26、〃。C(一揃冒よ一」久7∫占C。潜中央部は27ア∫

 色Cて・55∫自C元々暮言温1ヒね=リ、著肘木か外洋7トよlj毛オ〈≡匿か1・上昇して1未定:。

 これは婁蓄…にみ1†る当療1の現象(=あろう。着蓋φトて一・rよ港口音丙平均3/,2∫彩。ミ誓中1央都

 〃フ8ルな1ジ前身よ!」夫々ハ仏、3、㍑%拭繊て・汚中央切の平均温分櫨

 は箪盾一の{麦市氏f貫をラ湾した。ノκ平分布〒図に完るように2る.5oC}之丁ノ3ノ%'〕×

 上勿叱徹的伏温ノ高雄氷昂は薩辱半騎1合いに北上し前日まで・に兄た大隅半島出い

 8)流入赦兄ヒ全く異った現象を呈している,

 即ち、等温、写嵐分家は殆ヒ早行に、薩挙キ島の暮大谷山治峯ヒ反ぶ27=C/

 30%,.・・1め涙か入場辛鏑1ぼはすつヒ詞下して椴昌治岸に冠ら刈てる。

 従って1戸蚕メくの影ミ馨勿蚕い渚・阿永は六辮童弄冶いに南流する逆現象ヒ峡っている
 56帆脅1一木温では雇豪半島山111寄りにノ卯(ly上の水帯か叱」二し、湾中実郎

 にj広敢し穴、騨窃の商号夷、オ艮占;b峯からノク。C以下のプK斧〒ガ'南流していること

 は。似官に於ける踊家と也xていろ舌虚」弁に芥て昆召ヒ彩少つ頓臼1まらぴ5えるがI

 全撒杓に混合がよく行われている篶(地域差は0榊資の妃く屯しくない、

 屈公平内値は港口3メ.ス0%o、中央部3メ25%エ前肩よ1」元々0ノ∫%o,0.o7

 .クあの冶・書下目を示、してし1ろ.

茅肩

 (1帆信ミー水温の湯口平均2ヶ.90oC、中実都23."。C/汚築9矛.グ℃て。

 荊RよlJ夫々ノポ。.o、プ。(考興不明)(・、溝中果部、侵ひ興都は隼岡の

 離乳示しス。駒て・1捕口部が・o〃炊牢固の裏低ビなリ。,申来部よ
 リ・ノナ冒遅一れている一く平杓1二見て、汚中央部1二2尺∫.oC以上。29・∫弧以
 下の高表秩職人が一勢ヵ{張り、2牙・C前後.3ノ脇以上の外洋本矛は,欠隔半
 動沿いヵ・ら.む林島沖の跳・6附近にしカし産していない。ス,汚輿ζは2尻∫

 へ2ク。(のオく帯か琢L」牛根沿岸は993.c以上の高温乞禾し・窟1弁(Iも
 273筋のわ高敏水か新銅二汚フ1く放に卵。
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 5・ク帆唇1一散に木乎重1蝸寺1川く、太置一(大隅ギ畠斎リに幾分蔵自い",

 菖鋤くか、薩撃手島;』■の岬11,価抹島津1こ強リ出した頓旬かIある、

 淳二興(もオく平差はケく.午≒・頂寄リに低温ノ依鎮ε示している。

 鉛室蘭㌃声=図によるヒ.木星、壕蓑弁茨にタ。↑t以茂に於て垂=:萱一貫唐=か'六=〔メく藩(ば

 名。人テ_ション共目ご泉づf資向がある。」寺に塩分てば看宍に焚って27へ30伽の

 低鉢沫に脹れているため重責頓霞がたLなってい召一

9目

 り狐昏1一着口木轟は手内2ラノ8色C(年岡の碕種魂(ある:ヒを示しし前芦よリ

 的/oC高い,面して.渚中央考β以地よリ。ノク百勧トして.喬砥1朝」なっている

 ・ヒほ、齢惰焔に於て前脳べたよう1こ蹄つ餉洲多。粋来虻
 27まプC一興部U〃グC(布肩よリ茶にグ(内外低下している。

 水平方析に於て2プ・c〕×」二洲洋木系は港口が5入隔羊亀高須沿岸1こ星し露命
 (1エ3!.∫物以上の水箒か大隅半島よ1」拍抹蹄え香杖に庫ひIていろ。

 蕩輿〔ば・午根お年1・高温.高楓未.童言泊洋に枚温、攻醜ヒなっている.
 50州.琶;一鉛直前繭囚1であいて.しん工の湯口附並〔は知ぺ7011しに〃㌔2ザ

 Cノしλんレエでは70へg0朴弩に/6～23oCの麗筆妻が'あ婁。ス.Lム仏ノ皿にな

 るヒ.S比.ノ0の老中央・中1し何†立亡の25へ女0示層に夕3へ一27oC、ケ0へ90

 例.勧=/5.㌻ヘノグCの二逼っ躍督か馴ててい石,二の第/の醒琶1ま両ギ・辞着奉

 ではノ0仰唱附並1=あ1」.中央部の舵/0〔は凹入して3州喝1;潜る、又.男

 2り躍冒は、両半島着岸では黎督(ノク。ヘバ。煽に傾向がらか・Iえ.沈ノ。附

 並て・茅。帆脅に翻している一鵡岬奄図て・々師なニヒ植え孔師ち:り
 :レば.表層の葛窟.武敏一なる、径めて.雷管木胴水和凹入ヒノ≦0戦深の

 蝸一。識なる雛人なる水靭隆妃1二いて・出/・㍗∫一8・鵬は雷
と

 酌鯛が非特に穴さいこへ航し・大隅牛触峯1三醇午雛約木紬二分し
 ていることかムえるのてはないた'うろが、向、51川噌の湾口平均水温は隼岡を

 屈し一て量萬窟ε禾=し、衰冒ヒ.肩脈である二三=ぽ一ヒ下省三盛して同一水第ζあ
 る二と二天していよb。弩興部ζ1ま斬畠附並に伽離妹苓がある。

 ノ{)膏

 パ帽い一平均水温は看口て一25,7ダC、中央部(25,20りCノ寿興(24.3ゴ

 '.～三、疋{一=、ジー(ニノ23oC,3,Z5o(ヒ前河よリf氏下し(〕る。

 工量外ζほう著q397ダ%θ中一突苛;ζ32,22%o、異害医ぐ3o,9o%走禾し、夫ぐ百庁.

 同に比し、!31伽、0.8%oノλ0%m高8ヒなっている叫水平附1こ冠で)6oC
 /33勉以上の外洋木糸が大隅半寧形いに地」二し、陸琴半留も岸φ連内水が岩中

 東郭に彊」出ている・湾郁は・K勘胞蝉は僅少て・監氷1まパ4前納
 眠撒水が隼人方面1=あって.建水の流入を示してし、る。面し、新島一撃には前弓

 可崇.勾、暮一戯掌るノK等手の{苧三帯が言竃あら片tIる。
ノ22



 "!'喝1∵M-3舳く上の臓糺諸・融水が∴棉楕腎リに調
 ,台峯1二三重≡しノ23oC以下ク)や、焦轟壬の。氷晴か一才そ畠牽i峯よリ、刊司果を∫直って.矢口

 オ末島肺亙亡まで看扶に菌下.Lている。補tして、'前日よリ.タド・洋水の群カは言妻えてい

 るよう三ある。痔笑(1よ20山。以下の木帯が隼人方面よlJ張リ出し、牛根治峯1こ
 か菖く、海添部ζ〃℃ヒ葛くなって財、ノ8ヘノ9問に水平鎖屋ガー大ヒ月っ

 ている。

 /ノ目

 0狐覆:一前肩1=比し9,5～γCの木温の低下で2、γ(二合ヒなっている.平均温分

 は湾口て33.}6%o、中実部(・33,29%ρ、痔興(・32.68地ヒ前肩よソ天マ

 .⊥パ3%oノμ%o。!78%必高くなっている.視して22.ポC以上の氷儒は
 大陽半島1合川=叱正し、萬須措峯よリ老中黒郭に張リ出し、栂碕,谷山沖i二ま(

 反人〔いる。ヌ:盧命で・も同棲頓向が一うか“一わ刷.前日。より{」肥載府卓斌した外洋

 1べか冥諦ま(の.進入を示している,蕩輿ζほ木鼠、掻分共に兜敏一差はあまりなく

 二、,プ。.一コ2,ノ%、乃水・帯に蔽わ岨ているい〔あス。

 5グ川.薯1一一ポ駈平均一直の禾覆ヒの差分'湾口で0.65oC甲状菌i=0.2』(一蕩輿

 〔・f)oポーCヒ空室差っク・いニヒか・目並っている。鈷直前面図て・1家Lオ池.」工皿二の穴

 へ90r1、青に麗蕾かIあって前日よリノθ～20狐深くなっている。一水平帝而図て・
 は大隅キ齢石当.1二⊇3㍗二以上めや・高置水帯カ・嚇笥繭峯に重して者リ、掻分(・

 ぱ3メ%以上の水帯珊I葛口よリ流一＼し、種穿半島わ川て請下一した湾内水ポ=よって、

 揃抹留一帯貯鵬方に柳刷さk仁形にな1」、軌按節岸にす0惧覆1二現舳
 ている:」か)ヵ・、われる、両しτ、外洋木承の萬散水は嚢季∫産1二して次・第に
 湾内奥えヒ等方麦畑口して1つjくよゲ・ある、

 ノニ冒

 〃順:一一木掘て前月よゾ誓口て・k、ポC、弔興都て37ポ。、集部(2.㍑'C

 氏くイに!ダ(含つ5同項り氷駆禾して天たり表面壇分も湯口(3㍑3%,
 ヒな一J5月以系矛ケ冒施り二に3ス焔に笠し亡いるブフ.中黒部)順一では.33.〃
 八丁一〕{リ.前腎よリ/).5～06κの.話目星示している。

 氷珊閥に弼い1ニノ8ピこ、三一㍑。ソ上以榊陸水禍響鋸い蕎鎮
 治崇ヵらヒ.権琴半穿15庫ヵら〕二杯。き、汽.仁、代筆て岩jコよリ.考甲宍都芝兆上し

 て挺禺南岸1二客ムμ・いる。

 1テ0'肌倭:一錯置軸面回C・前肖まで・;し転向優加の等温.筈塩分家も、チ言はカな
 リグ)凹凸ケ1ヨ並.5、匿駈辻る水兇がカいようζるるか、二洲可.上.下官氷め重

 量麗合小よく行11っ.Kているのnれ工い・ろ'ヒ思片)ル1.ろ。那t.表.建水歴の依η一こな

 リ,嘉浅ぴ.た第に劉Dし.尻台、局効州巷けi、くなる=ヒ∈示し、衰麺ヒ州く墨

 美方ク./、o一.ザ(1て革凄を盟して最少である=1ヒからもうサ・・穴よう.1尖つで
 上↑蕾{濫し比壊菱.至童・差共1こ少・ねい、
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/周

 0帆§1一湾口にノブC以上の水量介現われ、湾口平河水凝は前耳より0.6ポCり

 上昇を示しノ88∂■Cヒなって1.1る、令午し、…著申実害冒(・ノZヲ∫oCヒ0.7oC{弐

 く更1=…蓉薬て・ほノμク0■Cヒなって父ヌ。Cの低下ヒなって、隼圃の最低値と示し

 ている。虚分1よ㌶./.31ま35焔を示し.蕩目て平均'バ惚μ。。中央靴・
 3922ψo、～麟て33.58%止、前一戸よリ0.3～0.7%・の高由実となっている。

 会聯的に冠τノブ(。3メ刎×上の叱戟約高温、高敏木が、大隅羊寮着い1=砦中
 央晋宿を、準1ま寂うようiこ按魯テ年;岸i:夏ノニζし、る。湾1興て1ま、ノ3.5脇以下の{苧し

 い子氏量木か・坊2oノラにあって、隼人后峯よりノ6て以上め水帝かj豆って、自

 失仲合は水・平作豪凄か欠き{なっている.

 ∫0州香ト鈷宣断面図に毫る篶に、落1コ附並て垂亘頓資か大で中果部に行くに

 従って乍薫慶=は・一、ヒなリ.混合か・よく行中)れ7いるも・;:うてあ弓山湾興てはノ0小
 以浅にノ炉。前後の低騒木があり.ノ。帆まで歓愛大ヒなリ.そ以、以蒙〔1ま稔ピ

 重量董は小Lなろていろ。木平的に見てノテし。ノ八7〃滴温,馳鰍ガ弩
 口舳に劣って、パ刎↑の吐鰍帆麻紳にあ弓脅.酔鮒岸に融水
 方一二又して分布予している阯

2行

 0帆皆ミー未鼠は前肩に比し湾口てノ。C。申矢部(!4。(低下しているか湾
 軍都〔'は!6。この上昇を示している皿符に港口平打水温はノク7/。Cて甲来
 音n例/6.36ocよリ人3.C以上の著、塁てあろ。1轟命は薄口、〔iコ実害石て0.ノ≒.以2

 Z'葦寿く.楽書巧ζ0,36カパ氏く打って、1る,オく平タド布子圧ヨてiよ,育O昼ま(ニヒ戸『漸乍藁向

 (.ノ7市。.3タ、5%"以上6外字水呆は尺岡羊皆沿岸をカニーヒし新籔泊岸に蓬して
.1ろ.

 洋菓ては董婁潜峯よリ32物前受り底散水ボ書輿中1じ附虻1=霧リガし、橿山.手

 細合睾け33ク%ヲ以上の高裁ヒなっている。
 ∫o帆建:一一くミ壷翁白童菌†j酎正目て手1」るように湾q告万(・は台}…空三七貢度ヵ}蕎董めら一しるが

 淳中央以奥て1ま水温、壌公共1こ頓受僅少(、垂直屍合がよ<行わ収ているよう

 ・巧㍉秋/㍑パ帆副二μ炉・き測ったガい舳る某兄乞餓して.
 し1召仲蜥しかね孔水平珂に見て、穴嘱羊劃定多も岸にノバ以上の両1働くが
 あリ.ノ65・・C以上り水系か知珠錆より看扶1=書中央部1こ突入している.

 湾興て・は新島一帯に/6㌧以下の依温水嬉があり、牛根治峯にぐ・高温ノ葛鰍
 をラ高してし、=る.

3周

 δ似冒;一平均.ポ1畳1ま老口ζ/7,38oCノ申宍詐でノ6.33oC、湾一興ζ・ノ5.フ/o-

 C繭鯛より溝口、申締は伽一段く。葛輿C0.∫・C低下している。前年岬
 の水温ぽ叱へ・湾口須な中央部がぐ、高温で畜壕の平06.Cのf氏温ヒ灯っている.
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 書ロー帯よリノグC,3K5脇以上の外洋水が呪上しているが・、新成、垂木活岸
 に巧る依冨ノ岱蝪くり勢力のためが申来部量(の進出は見ら帆ない。

 湾興荻はノザC,33紗灯の低醐くが重富率ぺ着岸よリ藩1」出い福山、
 牛根治岸にはノ6.C,33,5%以上の々・筒最、高酸水がI二肌1こ持している。

 5σ帆皆1-0肌信目孫に大岡半動苛リにノ6,3.(ノ3タ、7州X上の葡甚.高齢

 水が肴須追孝一に皇し、_方ヵ、{氏温≡、依貞載木塑二が湾甲来部から.勉抹鋳に向って

 南下している,釦貫断面図L.1他Vの水温、揚升共1二批ノ9の大崎鼻附丘は勇
 昇水塩があり、又、しんwの塩分断面図にも泌.25の新脅一帯1こ小高戯な

 湧昇水慮か認めら^る。子均水量は各水成ヒもノ69.C内外ζ・一前肩ヒ比敢し
 て、0.〃～0.3ジ倣く.でり差は紬に従って太さくなってし・る.温柚
 湾口跡並て。.9%曜度高いか他の水成(・1ま前肩ヒ大差ない。

 総括、

 以上昭たqア草4目㌔2ヲ軍3目までの淘児を豆し一般的な傾向三学げろならぱ・

 ①外羊水は大隅半島治川=丸上し、竜内水は竃辱半島占いに南下する生
 ②貢奪の曽オく中によリ弩阿片(り努プ丁は芳皇欠し、名“書ヒも33%一以下セ禾し,外洋

 一くヒしTめ喜}戯木り勢力は{≡…える介.尽裏目に卓二重臭して禾る。

 ③検時以北。落奥部は、ての地杉的僚件よlJ判断されるように停滞水域一て潮前以

 外にほノはげしい玩勤はなく、上智⊂ぼ、・水量.監分の衰他は文香いが50外電
 以下〔ほ,港口、甲果評に叱L・安定しら.繊1揃は菱他生米すよらこあろ.

 ㊥楓昌.茜寮、垂水写x隅半繁労洋.U州三水乃消長か流入する外洋木柵可

 に老少1二影響巧るようである.

 δ]コ=潔落高調一憂

 リ方茨。

 ○下記の二烹栃1=日利食穫量室専肩握めて報告してもbった。

 ①重水町舜協八田網ノ9坑施事弱8流
 ②牛根打鮒、・田調ノ6琉地綱ノ琉
 。調査=項目

 肩冒.奈呉名、統数.総津寝葛、他薫種ヒ¢琵舗」合.窓外の大きさ(末…9狐
 以上、中一・45へ9ω、、木…一ク,5休以下)脅楊、屠ろ状貢…

2)笛果

 両黒腸よ1」の資料を纏める』涼め重1」Lなった。.

 那ち,者・薄励≠春に日別,農具別'黛法大片ノ、別わ爵覆好況(今春ノ表)と冒拠、海1湯

 別魚体欠申・卜利濠覆状況(師牽脇含許)〔第コ毒)ヒて・ある・
3)考察

 (Aj薫期について、
 第ノ目は牛堀1根檬の八四網並ムに地1曳網について昭姑24年ノ目よ1」2ヲ軍3胃
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 きて57隼目の肩弓1臓覆葛の蓑勤を示可。国(判る工5ヒ、へ田凋,地引網1ニカ

 岡竿殆と操≡楽しているか一.肩によ1」がなりめ妾妻カか一あるので樟;話してみよう。こ一

 )て、。＼固、閑にっし、ては.オミ婁オ住に童弓ニニEめノー茎氷、午才艮り:眼コ義坤zi=よる烹易更り

 妄動は少いと塞うので・.午篠根濠の資料によった。胞曳網は地域一桁麦勤があ葛ヒ

 者え・ら畑ので.両腕を別働三積書子する・とにした。,
 久)ノ＼田預・焦、築

 前記け隼岡の資杵1・よリ各膏の平司黒頭高唱出したら第惰反ひ第コ目以
 らになった。、先っ各自の漂石高のlI負位て昆ろヒ.ノ～ら位乞むめる冒はバ,矛7
 /o.!ノ目て・一男って、待1・こ/へ三位はア。ラ,ノ。月(1至一回j負毒妻蕎一の5・ノ字名を.こ
 の3ケ目て漢療している.吹いて・ハ伍が3.メ目ヒな・j5.67肘こ'ル・1こっきI、
 ノ2。ノーゴ目1=侭て寮=わツー0(なりてい;。分。{書案名ソ)いっ「者…漂」、「真一中.」
 「示k漂J及ぴ「尽ぞ.1を夫=ぞ3-5胃、占～ア肩ラ～〃月・ノ2～2目ヒし.春3
 ケ冨可乃合言†濠穫1塁が一手烹竈量に外する割合を出すヒ・次月豆一リし㍑
 ・看;湊干(3へ{目)メ又ヌク7'買23-7%婁碧(各へ茅肩)6臭.2れ宛≡≡13o・:ヅ

 第/衰の/。・
 垂水濠、協
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 第ノ条の.⊇

午根黒協

ノ2ク



 第コ甚  介たく5藩!の烹局別,魚群別

一
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 う、薫、穫高(八田、嗣.抱卵)
 。1数字は/市寮鯛(責)(・り
 /隷芋はぞ梢陽10惰確定木靴)
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察三乗  肩和平均烹蕉………(午頂雁庸)

 1壇た二4竿/肩～2ア年ノ2局)
安一制汁
 甘3o「一I一''一一'

 派0勺の破一子ほ1頓虹t衰わ.サ.

 第ノ図
 1(午根1更協'貧科〕
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 第2囚目利半月焦j穫高こ午堀11限携.)

 かたくち騒(聰和2仏生ノ同一昭和2冨宰ノ2目)

 一一案練:'＼
L/
 /234.56ク茅9/0ノノノベ月

 着x三葉(ヲ・・ノノ肩〕ク999ア・39.ノ%

 そ、・漁(ノ2～2弓)ノ3,379㍉6.7%

 以上からせ軍同黒石董っラ'∂%以上か巷か・三秋にカ'けて療炊侍に8、/0局頃が

 盛3碁といえるようて巧る。こb(.柔≡2園三巳る」.る.7局の漢…牙蔓量η一残I升春

 黒よリ劣って.囲。案つ谷乞作っている。業肯は4,7弓演は殉繭ζ一あるため.歯・

 かIi頃1j㌣丁つきか二奪くなるめか菓岡だとしている。又ノ膏に槍ヒ:象霞ガな1、のは一
 北,西の季嗣凡が・預一ためたヒ女う門暖わ・に第ノ目.二芥ける吉皐自ら同列去動ε夏;
 るヒ、!目ヒ6,7弓嘆1=岡焦っ谷茎消研して用柏24.コ貝27年一は槍ヒ5oω

 貢以下であるが、26年こlJ67重ヒも元々2石一貫〕ぺ上包示し,コ牙宰て七夫々
 ノ万賀を一敏して蕎窯より毛よいニヒからみて一概に景豪、藩尻杖尻の易誓ヒい

 えろかいかは疑同て奄る・㌧雇πぢこれら壌商・琴置っ外に津覆の蛋易牝・ζ苔群

 案俸婁に与える人島約専因、ヌ、フジた{ち蚤η蕎殖。宝岳'自π、死羊等の鮮案床
 自体り一菱化、つまlj主1棚約一菱鋤事因七ち靖・ド〈、さて笏る。二・り点はx'ドの頃でも.

 糊れて.みろつむり(ある。

 一般に1者、碧はヒの宰も書Iたしいき…ぽなく.婁.秋…撃は26.28軍に賛て着し(

 多種さ^・t、賞受の軍ヒなっマいろ」

仏)冒乞嘆=冒凍菜

1)牛根着岸

 八粥に叱・餓釦パ.・ケ早園の秤鵬轟は八目澗の紗とはって
 いろ,煎ちノ粥当リの黒石男カがI.1、てあるニヒカ女える。

 、㌧.旧{躍詞様.第3一表によリノ～ム位までの月別羊肉=濱擾覆=菱みるヒI6,7,8

 テ!0./!昌:巧ろ。こ}〔ア位・)う宮は6位の占弓ヒ殆ヒ着1ぴなくヌ.
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 男泣のノコ暮ヒはかなリ差ηあ幼・ら王.尋1宍期は5ヘノノ局のパ胃回〕二ろ。

 この棄妻肩甲の菱勤は績慢て・ノ{立乃7弓て70;～4蓑、.7位つ5目(9/oケ黄ヒぢ

 つて、「そ散に婁季命掻窮ヒ大える,,{他一りノ9へ4.冒は胃軍コ育ノ00ぴ……≡1円休てノ日
 ヒ牛耳に寝耳藻り各三示して、.…ろ。ノ目はノ＼田…閤=曾案ともに下司'、て一あるが仏肩'二葦麦

 体薫寝量を禾す=ヒは殉呵なることを蓑.味する介は玉串てあろ。又.〈田調〔は

 前五め通一リ6.7局はマj葱寝董班少カつたつに比し.胞文調でほク弓布年一同め
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1第斗目

 ψ“くち憩へ冒別烹碩高年表化
 地事柄費案,牛根着岸ノ2紀

 、1㌧/＼/∵■伽琉
 ふ寸!
 1寸＼
＼＼、、＼/
 J'、㌔___一_''

 0L…^一十■一一'■'}・十一'・叫一'一一一一中巾一札ドー一一トー一}

 '4テ6ク茅9/0/ノノ2・25

 事喬5正ヨ砦.車膏別漢.妻蔓喬(年一艮膚・協Iへ旺二網)扁吾元24年～29年・)

 魎蚤黒㌧3,5目)
 [ニコ婁煮(6～茅月〕

1…
一
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「
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二
1 ∵
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 2斗字一)5年26年I-27車28年
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 石膏呵に於ける飽受…岡三鱗Iま」＼匡[網ヒ同席…第…熟一度ξイ更用するのであって、七し

 ・前遮つよう墓;実りによる集魚勅果が少いヒTればI、票場ヒし・て一一赦1:。＼碑き自

 よリ匿単に亡い地唄痛はよリ大きな影笹か巧言はづてあろ、=ろ土ヒからして

 も1室リ、郡5虚弱唐か6,7圓の黒贋に風ほ一す影響1ヒして決定的雫因ヒは江え

 ないで巧ら).

 以」ニオら午根泊岸に花1する地賓網の黛期は王ヒして5ん/!弓の間て,夏季

 に臨分亭籏Iさハる傾向かIらかゾえる。

巾垂水油柴

 善三木遣峯で】素業する地曳き岡に1っ〕てば本年L1受調査した資茅トの訣て・あるので充分
 な看肩ヒは大えない,第牛図め点線は本年友の冨利漁覆妄動芝禾す。こ机によ1

 るピ鯛は牛跳岸呼餓硝石I`貢鮎4ふ3・6・2・8・7胃て
 その他φ胃は全寒濠寝さ版て〕な〔・.改って本年・夏乃場合は3,4、ぎ弓の蕎

 囎が圭蔓濠期ヒなっていた。

 (6〕淳ソ己の妾勤につ・〕て
 玖)に遊べたラド按沃て者….婁=.秋.冬毛,奏,噺鼎リφ耳昌梅24宰。'胃、胴和29竿3

 頁まで・っ菱董汀を牛方艮才昌韮曇め'＼圧=き剛こっいて考察、して見よう。妻書5図はそれを示

 す。

 呑漁、;一図によるヒ24、コ6,2茅竿・め像灘が比輸擦療ケく各島ヒも4一

 ろ「貢以下'ζあるカ、、二～タ.二～7年二の苛歓竿か'ろヘノ7万貫の峰さ二虐…しζし1る。

 郡52竿盛期が認めら以る.

 夏濠:一26,29筆ほ著'ノく層藁さ机ノ。万一貢以上ζ葛るか。土9,2ケ
 27軍かやり約名以下の2^5石婁り差を示し圃期性がみら以ろ。

 敢濠ミー費薫と殆ビ同様傾句が一5かドえ。26/2ざ軍1二/δ万婁以上二者擾
 し,コ4、つ5.27年州へ5碩影に岐じ・て、.1る。

 冬漁こ一漂;期はノ2、ノ,つ再ζ二一軍・1二またかつていろ故,ノ,2月の卑・を

 以て冬票ヒす:るヒ、2字、コも、28手4)鰐数皐にケく5・〃0責門外ζ.2ザ

 27、コ9早の笥≒欺年・にノ～つ万=貢つ'牽をもって…豪勇二』巨≡一像自があ:…;岨

 以上を託フ書すると、この5ケ隼同の資料1=よっては、概駒ヒころ、二軍監

 鰯螺況麦勤が渡察ざ帆る。町5奇数列こはへ音黒に々・珍琴秋・夏秋
 漁に凶表〔ヒなリ.隅=敦年は,走く、その幌象乞禾している。

 併」冬、蕃薦媚阯い?ても2～3石青の差好てリr軍映臓寝董〃)
 量凶怯望、鰍魚の畳図に左石†帆る;ヒか去える。頑善寸帆ば'、条書濠1二比

 重交約者堰†れる宰は夏」秋に凶;寒ヒなって、その年全{本ヒして凶濠の年ヒな

 っている。

 二収らのj颪期1主ユ重ひ1=冬ノ書ヒ夏,禾Kめ濠の融拝は、マの二桑篤は別として、一
 座柳離の瀞曙ら巧寡ヒぞり手捧ヒり岡県、或一は窪卵輻の異る致群が砿るヒす
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 攻はその群衆体椙互の渚長菩が考えられ今後・に残す柴味ある課題ヒなろう。

 (o漁尼ヒ六一甲、ll・系汰弾の出現状兄

 薄励の報告を商串丁るため、亀焦っ全壱ζ大、中、.1、に分1す夫々90㈱x上、9か

 、享.5帆。4,∫休以下ヒした,勾誇、多少のホいはあ弔うがI,大賢は把握しらろ
 ヒ者えろ.

 穿つ表の濠易者町、薄群別君月葵高蓑(・も明らヵ''まよらに、殆ビ同年を豆じて鮫
 乃るる垂木,首里{中療陽ヒ.牢掘、新富、中妾≡士寿』について多蕎ら回の虚リ,同母に
 宗着手別貴泥を作成してみ.た。那ぢ、全>敵的に司魚揚言叱廠してみるヒ、。1、型着手は

 4一ヘノ。馴こ他出屍し.垂木沖濠揚〔は6.7耳を容に9.∫冨園か多妻ざ帆
 る韓ヒヲ目を一筆ヒした君羊ヒにラトケれ、片手同符差からコ色しても喝らかに一路'ヒ肩幸瑚

 の異った幸手ヒ女えよう。牛頼沖漂場では4胃に出現1土す、茅局を除1いた5～ノ0

 月に2へ3万黄台め薄蟹ζ6胃に頚'分峰を示し、8圓に9万貫』亡く多覆き帆てい

 る。中型番芦も両奏【場ヒも4-5胃,貢ヒ、…匿オ〈{中南場(9・『目、牛耳戻沖濠1搦己!o

 /ノ目に峰を有し、・1、型群し同様稗化癖期の累っだとゑなざ叱る。大型群ζ・ぱ重水

 沖湊{場にノノ目脂玩しちのみて、牛雁悼妾一謁こは2ナ冒隔てb2,3萬に漂矛更ざ

 点でいる.これらのことから書…フ1く二申ヒ、とF才艮・:車ヒは婁宇葦争の出題1二希少のず.妃か25

 るよう(、又・i、。甲寮分室につ臥り峰星以て出冤するニヒガ÷か∫一えよう、師ぢ

 巧畔化月等タ目の翼;った締家司、・ある二』か'喝・うカ'と打つだ、

弟  ら図亭群別黒檀瓶尼ヒ/o惧曇木温
水

 1ユ1異

 ㌣!＼雌魎牛、舳以。
 ⊥十重油・＼豚甲蝪}舳
 .ド/大型群目納舳二

}/

 ∵ミ……卜
 ∵射∴二、

 =・)r1r・一言r目1州/1月ノ2日ノ月12R3R
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 巾,根1㌶二二;㌦
 ゲ沖多/＼一一一
 価グ＼
 ,仁/・イ

ニ

 }!舳用心納パ"
 (じ〕漂尻と水温について

 薫潮嚇覆喬素(第2表)によ1」、水痘ヒ濠榊二僻御生2首奉してみる,こ・

 ζフκ週1はそめ漁場に=於てての月の涛囚ξ見測章言=栗によるノδ帆建の水温二き以てした

 (ノ州劉こしたのは、かたく5範の.生態的鯛I膀室したので鮒い。条際は
 療壌目へのその農場り景画水温を以て表れしだし㌧のζあるがI、太宰度は㌣二まζ・

 の資ヨ半ば祭られながつ左。挺9て萄1胃の観測齢1二よ・っブ三1のであって、二の場合
 0似琶は日菱化、目の上、下司の差が大きいヒこるヵ・ら,表面米温1二立く比較的

 その目のでの急場乞表示するものらしてノ。帆香とした。)
 第7図は灌≡中1実音瞳.清二築書章及公マの合言ヤに賛けるフK湿一と,黛穫の開張を示してい

 る.=帆によるヒ興釈は水温1・よる黒演恢一ドびノ7℃・2κ一.ハて膝
 並に現われ、中央部て七梢不明瞭ながらノ∫℃前後とλ3.Cノ皮ひ一2ク℃・以上1こ

 峰のあ召こヒか一5方s'える.

 二、て葉[身蓑ヒ水温ヒの岡係を≒表わ'すタド布団茉集ヵ“全体ヒして汚奉毒酌であるのは同隻ミ.

 の樺課沫(男1」、非片璃的ζあるこヒは累質的鮒5年令を冥にする静素体1が毘狂
 する二とを意味している。(木産貞廉学徒諒P67)即ち.潜興翻ては.明らゲ
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 引/パ翼;
 一u上し

 小藩(ヒ)十/5 /7/92/ 2・32.∫27

 に三つの異質術な詳訳本の存在を一意味していよう。

 両王爵場合言十のラトヂ胃目珂錠て=1弍巨硬耳勺ノ7"C貢守4実り低ノK温音度ヒ、25へ26oCの

 叱教員寸高木遍1著=晴二歩ま萎一く混三が尻わ小ている。二のニヒΣ大(、中、・ト真美…洋の=士11現地ミ

 尻ヒを考え合1わ仕るヒ.穴型弾は主ヒして,1肋こよリ春先に出毘い曲K温部に
 黒頼さllてる事からもうなつ一げ尖る。1・.中型慧群剛=も微刻一は閑蝋が巧るように足

 えるぴ本竿度の賃料のみこは充分な唐詩か出来鳳い、

 従って、争後は酒済雪の艀問自按他ヒ、豆正肋K温ヒを詞萱すべ'ぎである.

 (E〕景況ヒ壷1明一度

 元に皿へた孟リ、直敬サ秦醐果1謁勘弼かピるつ演許し.て脈・肺、
 各膏り竈蜘指果による全ステーションの平均値呈とってその目の1著の平均血弔産1

 ヒ、ての軍変イ巳を第3長ヨ1こ戸季…妄寿ヒ与…1=示しだ=。

 こ、1・によるヒ.7弓亦実.71r三雄喝凱宰酌最低餉禾し、次いζ・タ目.の68
 休.パり77八ヒζつ了∫～7引=・1、てある.最高値iま/州のノ㍑仏、次

 し1て・9目のノ3.6i。ピフヘノ。肩か路を肩し冬に向って次第に低下している。
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 姜零?質県令ヒ黒沢(一舶リ秤均演絹。1→

一

一

八回鋼
;撮 ≡一一一・一抱曳一調
1・.ハ
 3m「.〔
1べ・■

 '1^・い、!・1

 ∴㌻
 十■、ジ…:
1ゲ1・3

 。〕、一㌧γ_.し…1、_.芝、_中J∵
 21二)2∫3～,∫・ノ`)ノ5

 区王て唱らつ、なよらに、.遼且百度ヒ麦リ葵蕎ミと二の窒支い岡二婁・は言証められない。

 案者はう銀りヒ.ス連にあまり…宣明ζ{、一薄泰薯か'戸いヒ主、って、、る、き室旺膏彦…に1まフ。ラ

 ン7トンの争雰も園尿するし・決定的に判断はし兼ね考、張度の減りがある喝含

 XTつさク)惹。し、こヒi‡欺よ1う■トー、＼串詞の4,7目に全桂之負与に不ミ窯てある。票、E≡≡;かI

 全画的に盗唱賃のみ岡群すると1‡去えなし1。

 (F.)・爵.茅己の1≡≡「くト

 第8図ば漁具男ト託者リ月令冒毎ψ隼平府薫覆量を示しだ{用である。'

 ωノ＼田唄

 卑肺湘2ら目平榊鯛ノ/日鰯甲知3δ胃。

 烹幾剛くコノ目竈琴涼寝巳.30日
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 .、1.亡布末Oら.1し,1宗軒甲果帥)一一301ヨこ万暮二Llξ.輔壬申iじにして分品薗諌に

 も三5出/るように厩,略持孝幸耳守∫よラド才万£示している。{意“護甲雫巨↑一コ日～あるニヒ

 はや・、朔よ一」上弦にかけて淳粟ざれち傾向がうぴ∫・、える。

 画に工ろピ濠潅の峰か一夕ヶ斤馳hれてし1ろが一、一番目の蝉1‡不滅(師ち・1、潮)

 府立て、2爵冒の景文・ろ峰q朔の穴;瀞陶:あリ、十番自は一」弦、ケ番目董つ文調

 ・う街並に胴こLから.潮流ヒ乃開聯1主か刃ろめ(・はないケ?.

在慨嘆洞

 二F唐材,三言2㌣日.子内音亭黒日ノI2日…寒婁雪中果日二2目

 集穫中来目3日最多漂霞日ノ'6日

 て㌧＼田ξ印=肥し平均初じ薫目か一年日屋く冬黛日がIノ目蓋くなっている,繋.享冒.中実巳

 サ2日、荒療中央帥一3日て靴f致している=〕ズ綱量に賛そ税略持稀約一て・
 巧ろニヒ三乏.i禾して)、ろ。

 而して.・＼直預し1弓メ素.く・朔以段にく三㌧宥是した三点琵三してし、ることば一テ羅・流一

 州れ巧ろ三わ＼で榊11残ぎした調分売りではなかグ・?㌧

 (引震価珂について

 2雰竿㍑ラ～ノ0ヨ乃湾円観別の際ノ湾奥部の㌶ノ7～λ6り昏鎌・峡に衣'

 て、稚.慧.条ソトを弔い∫一クベ。年い介童置歌集星朽Iっ戸;し一二ろ.かだ、一5石州Fか

 各点、にノ・、6魎、卿し互塙・乃雇仔がIノ・・3層巧て秣集された。

 卵ほ釜汁22箇こ・庫3鱈小一幅肝弱i・あリ.ノ4宿命一筋師出親潮、残りの∫倒ザ

 師テ化童1前ヒな・⊃ていた一。

 植子iま拠許ノ3昆月中搾化童賓～衝ヒ騎豪紙した体長6告州肌つ茎碍

 た。二の権.午め・育珪晋欲λフ圓室敏えた。

 以上のニヒゲら、本港内かたぐち、親‡4母材司潅要部一希に於て壷伽した二LがI

 判各した、尚・1卵.樹÷の分有淑実.を第9図1二禾丁。
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 §皿標識放流調童

 ,)京流日時腕29軍。目6。ノ。㌧。休一。㌧・外

 2)放流場所酉扶嵜打小池沖より雇是島市大侯山沖まで・

 3)千宍試魚面従言オ†小池;、中オす畜奮】易よリ購入

 斗〕方疾

 σ.職臓:_ガたくち鰭鱗締I二、群番号入リ離;舳わ純セルロイ

 、トー按乞、銀喫にて篭琶す弓、

 技・縦械;一誠甲よリ取州しだカーたく卿=牌し直ぢ.に海中に鰍出
 (粕を流しなカ町ら笠二欠;女流)

 5)放流尾蝋及ろI記号一、番号

 1薫まは章貝1芦ヨ
 ヂ計一千㍗汽㌣等干9『
      7).魚膝測定;一当日放沢した魚群の残りき舳尾制定しし㈹清劉械の酬.

      合(ノ7割♀(31尾)1一一¶口a(50尺)      1ザ11戸泉、1早肖復裸牽踊差
      一      …阯・

      ノ06.ク06.3〉2

      庄..j・洲自殖嫌葦嵩iノ9.6ξ276ξ      “

      一一

      一一

      茎ヒ。伸春宵荻.1実∫ム26).69
      」

      雰)脅御瓶況

 7).薄膝測定1一当日放沢した魚群の残りき舳尾制定しし㈹清劉械の酬

雰)脅踊瓶尻

 27軍5萬31目まで上揖稀の頚各があった刎丁灰の亜1」てある。

 常÷■÷一中
 巨二王三下『幕種
 ・1;妻震董1・〃1
111!

/ψ
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一/1腐要考察
 ○かたくち葦轟の標識枚流は今回が初めて,一、放術杓1こも未熟な点か多かった、

 ○夜涜三簿ほさだて港興告百のみて電二橋さ^7星、=二なってい一る。項11ち萬才萄車はノ.7%であっ

 た。(再漸日及ぴ薄楊不喝の分は計茸に人1七け)

 ○成長夏εj陵試IするだI†の資料ヒしでは元分てばなし1ブト.5目ノ日照洋丸(発見した
 系も少くヒ→」4目下司に涌複されたそ・のヒ考えら取るりて、5'目冒に寮れた煮政

 ヒめ二星の測定平肉値芝出す1二次の亜リであった、

 全長ノ36柵朴体墓〃7舳広重ρ、05茅!性.こ星と也♀生石腺重量σ〃0牙γ師蚤030∫

 メδ,;フ∫脊柱職安5杖添当貝事の魚体平均膚1=比ユ、.庸宰偏籠1…を入れての差は、

 体験勺7州の勘畝董でく・依刊隙重量1地に滅し、卯蚤に於てもく・・1・さく
 なった慰してあった..O醐場昨は第ノー0図の亜リてあろ。

亭約

 ノ.琵児兄葛湾内蕉民〆)重睾漂業村象1ヒしてのカーたくち費量について賓療圭1物学的符伎を完
 朗せんヒし一本年萱{リ認否三茶施した。

 2.湾内海況の目隼?通してめ一般椚傾向は.各目の観副によれば＼舛海氷は欠隔半島造

 いに臥し馴氷雌奪哨奇■ハ1甲π卓満仲'帯で雛臓概室して'1ろ・
 3.貢考;の陸水の彰塁葦湯い璃≒期にう老内水勢・プ1はラ畜大1し、冬季に義;えることか匁えろ、
 牛がたく5彊濠素の津期1よ槍ヒ間竿簾案するが八田調こ6ヘノ'肩の夏、秋1二室1魚期と
 なっている山j勉弗間に恥て牛・眼冶茸圭(は5ヘノ.ノ目1ニヒ札、垂水貞包与ヨは、こ八ヒ翼リ3
 へ5層に多種で1いてllる,槻しで地史禰の漁腰高は、八因網の約Zヒなって11た凹

 5.か仁くち鰯の銭・三大、申,小型群に分1ナ.流湊購期反び漁場ヒの開絆脾るヒ、人

 .鮮ば}一/・胃・甲酵はい月とヅソノ目・大望靴垂柳て'//胃・牛摂
 津に2、ヨ富力箆して1.1た;符に小.中型群は=一隼1=二つの峰三有寸る芦秦豚鶉ヵろリ

 亀圭庶期り票る1二巧つサニilバした。又,室木片.ヒ午狼沖ヒの副二同一型万世現朗が'

 さ勺2ア圓乖塁のす炉か玩κ.'…。

 ち、本湾内の岡筆水温妾化1挿頭U3～3パCて圃卑濠覆ざ^てることから、黒刷く温

 範固にあり、特1こノ7て前後ヒ2テ～2ポC附血小水温に漂覆り峰妄有してllた、焦

 に2ケ～26リ_か{妻ヵ二貢覆水逼二を示していた、

 7豆日月硬ヒ祭～元ヒめ岡鼎性は太宰・室つ…岡萱ては羊一断じがねたP

 雰胃今ヒ凍泥ビつ岡節は,'、田ヨ司{平プ豆ネη序冒よつ.干殉{尽二黒目ノノ目ζ票穿円コ夫日の

 30目を中1し1二大体1榊牽打な1薫頂仁禾し,」二下孫.朔.望の劇=魚寝っ峰乞有してL、た。

 r4月へ/畑欄査書粋郎一布にかたくぢ彊乃卯.肌珪仔ξ扶桑し、伸上旬
 項尾角「したことか・確巨めりれた一〇

 ノ0.3胃ム巨桟畠'1・セ=中て36ヲ星つ杢撃識次次ち実梅したと二ろ、)菖案(7石…を再⇒甫しノ9
 μ璋席率ヒなった。ぞつ中6尾け枝流積二㌔畑債に勇涌れし、他め/尾は5ノ日目

 。;;出席榊た。
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